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発達障害者の強みを活かすための

相談・支援ツールの開発について
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１．ワークシステム・サポートプログラム

（ＷＳＳＰ）概要

２．開発の背景

３．強みの種育成プロジェクト

４．今後について

発表内容
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１．ワークシステム・サポート
プログラム（ＷＳＳＰ）概要

ウォーミングアッ
プ・アセスメント期

・受講者の状態像の
把握
・支援方法の仮説づ
くり

職務適応実践支援期

・支援仮説の検証
・受講者個々の障害特
性に合った支援、環
境、配慮等を整理

約５週間 約８週間

3

第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会



１．ワークシステム・サポート
プログラム（ＷＳＳＰ）概要

就労セミナー

作業 個別相談

・問題解決技能トレーニング
・職場対人技能トレーニング
・手順書作成技能トレーニング
・リラクゼーション技能トレーニ
ング

・作業、就労セミナー、個別相談を関連
付けて実施 4
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発達障害者の「強み」に着目するための
技法開発に着手

２．開発の背景
『自らのセールスポイントや強みの
認識が困難だったケース』が認めら
れた地域障害者職業センター・広域
障害者職業センターは、

49/50センター
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就労支援の場において・・・
『自己の否定的な側面に目が向きやすいケースが認められている』

先行研究から・・・
『強みとして自覚している側面が多ければ多いほど、キャリア形
成や就職活動に対する積極的な姿勢が示されている』

（駒沢・石村,2015）

しかしながら・・・
『ＷＳＳＰにおいて「強み」に関する体系的な支援ツールや講
習は整備されていない』
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３．強みの種育成プロジェクト

【強みの種育成プロジェクトの目的】
発達障害者が「強み・強みの種」を発見し、意図

的に活用していくことで、自らの「強み・強みの
種」の認識を深めていくことを目的としている
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講習

ホーム
ワーク

個別
相談
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３．強みの種育成プロジェクト
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【強みの定義】
・その人特有の思考・感情・行動に反映される力で
あり、その人にとって特別な意味を成す、生きる上
で頼りになるもの

【強みの種類】 ・強みカードで示されている60種類

【強みの構成要素】

①パフォーマンス
・成功体験、頑張ったこと、苦労したが乗り越えら
れたこと

②活力感
・熱中できる、没頭できる、喜びや安らぎを感じら
れること

③自分らしさ(意味付け)
・生きる上で大切にしている、自分らしさを見出し
ていること
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個別相談

３．強みの種育成プロジェクト

ホームワーク① ホームワーク②
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①強みの種育成プロジェクトの流れ
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３．強みの種育成プロジェクト

オリエンテー
ション資料 9

② オリエンテーション

事前ワーク
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３．強みの種育成プロジェクト
③ 講習

【ポイント】
・各回に演習がある
例：リフレーミング・ゲーム、他者の強み当てゲーム
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３．強みの種育成プロジェクト

カードタイプ：名刺サイズ、全60枚
表 裏
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④－１強みカード

表 裏

④ツール紹介
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３．強みの種育成プロジェクト

一覧表タイプ：Ａ４サイズ
④－１強みカード

④ツール紹介

12No.1～No.30 No.31～No.60
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３．強みの種育成プロジェクト

④－２ネガティブカード(Ｎカード)
※リフレーミング・ゲームで使用

裏返す
参考資料：障害者職業総合センター職業センター,支援マニュアルNo.13,発達障害者のワークシステム・サ
ポートプログラムナビゲーションブックの作成と活用,発達障害の特性チェックリスト 13

④ツール紹介
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３．強みの種育成プロジェクト

④－３「強み・強みの種」観察記録表
【記録表のポイント】
・一日ごとに記入
・記入例を“普段の生活場
面”と“ＷＳＳＰの活動場
面”としたこと

【ホームワークのポイント】
・「強み・強みの種」が表れ
ていると感じた場面、行動、
結果、感情を記録するホー
ムワークを通じて、「強
み・強みの種」への焦点化
を促していること

④ツール紹介
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３．強みの種育成プロジェクト

【作成例】

学習力
資格取得の
ための自主
学習

目標を決
めた

目標を達
成できた

着実に学習
できて安心
した

閃き
生活リズム
の構築を考
える場面

すぐに取り組め
るリズムにしよ
うと考えた

考え付くこ
とができた

考え付くこ
とができて
よかった

● ● ●
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④－３「強み・強みの種」観察記録表

④ツール紹介
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３．強みの種育成プロジェクト

【ホームワークのポイント】
・自らが意識的に使おうとして
いる「強み・強みの種」に実
践対象を絞ること 16

【記録用紙のポイント】
・一週間のうち意図的に活用し
た場面を記入する

・記入例を“普段の生活場面”と
“ＷＳＳＰの活動場面”とした
こと

④ツール紹介

④－４「強み・強みの種意図的活用：行動実験」
記録用紙
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３．強みの種育成プロジェクト

就労セミ
ナー

詳しく知り
たいことを
質問した

より詳しい
内容を聞け
た

知りたいこ
とが聞けて
満足した

自己受容
成長

個別相談
出来事を
ありのま
ま話した

前向きなアド
バイスをもら
えた

すっきりし
た

好奇心

□ □ □ ■ ■ ■
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【作成例】

④－４「強み・強みの種意図的活用：行動実験」
記録用紙

④ツール紹介
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３．強みの種育成プロジェクト
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④－５ “強み”ワークブック
④ツール紹介
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３．強みの種育成プロジェクト

⑤ツールを活用した受講者の感想

・行動実験のホームワークに取り組んだこと
で、普段無意識に「強み」を発揮している
と気づけた

・普段の生活の中でもっと意識して「強みの
種」を伸ばしていきたいと思った
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４．今後について

・令和５年３月末に支援マニュアルとして
発行予定

・支援マニュアルには、
①「強みの種育成プロジェクト」の内容
②プロジェクトの進め方、留意点
③就労セミナーとの連動、実践事例
④資料・ツールのデータ

などを掲載する予定
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